
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順

事業スケジュール

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
交通と観光の共創による北海道MaaSプラットフォーム
【事業主体】公益社団法人北海道観光振興機構
【共創パートナー】
北海道経済連合会

道内の多くの関係する団体・事業者に賛同をいただき、「交通
と観光の共創による北海道MaaSプラットフォーム」を作り、
参画団体・企業・自治体等から参加者を募集し、事例調査、
セミナー、ワークショップ、フィールドワークを行ない、課題
解決に向けた人材を育成し、今後の方向性を見出していく。
①教材作成（事例調査）、②キックオフセミナーの開催、
③ワークショップの開催、④フィールドワークの実施、
⑤クロージングセミナーの開催

令和６年度：「人材育成」の継続。今年度のテーマのさらなる
深堀。新たな参加者の育成。
令和６年度以降：実証運行事業の実施の検討（国交省・経産省
などの事業の活用等）。分野、地域を絞ったモデル事業実施も
視野。
令和７年度以降：交通と観光の共創に係る北海道MaaSの実装。

北海道では一部の自治体や交通事業者を中心として地域交通持続
の取組は各所で行われているが、先行地域のように観光との共創
の取組は不足しており、また、北海道全域での取組になっていな
い。

交通と観光との共創による北海道MaaS構築人材育成事業
まちづくり×交通

セミナー：札幌市内（ハイブリッド開催）
ワークショップ：札幌市内（ハイブリッド開催）
フィールドワーク：道内のMaaS事例のある市町村
（網走市・函館市予定）
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